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ポイント － 結果共有のための発表から

●小規模の良さはあるが、少人数であれば
少ないほどいいのかということではなく、
その限界はどこかという話し合いになり、
一つは複式学級がある状態のことが出て
きた。

●小学校では19校のうち13校が小規模とい
うことを踏まえると、学校生活において
望ましい集団活動ができるのかというこ
と、要するに、望ましい集団活動が学級
活動、学級生活、学校生活においてでき
ているのかということが話題になった。

●それぞれの理由は下段に書かれていると
おり。

小規模教育の良さが得られなくなる状態 又は 課題を補いきれなくなる状態に関するグループワークの結果
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令和７年度 第４回飯田市これからの学校のあり方審議会 グループワーク グループＢ

ポイント － 結果共有のための発表から

●小規模な教育の良さが得られなくなる状態につ
いては、学校は児童生徒の社会生活があり、社
会性を育む場でもあることから、児童生徒の社
会性が育まれなくなる状態ではないかという意
見が出された。

●理由としては、児童の学びの観点からは、同年
の仲間、さらに同性の仲間がいないことが精神
の発達の段階において、集団が築けないバラン
スの悪さによって社会性が育まれなくなる状態
になってしまうのではないかと考えた。また、
学びの範囲が制約されてしまうことも影響があ
るのではないかと考えた。

●教育活動や学校運営の観点では、ＰＴＡ組織や
地域で支えていただける方々の協力体制の維持
が困難になってしまうのではないかと考えた。
地域の中では高齢化や人数の減少が危惧される
ため、こどもの学びの体制を支えることが難し
くなってしまうのではないか。

小規模教育の良さが得られなくなる状態 又は 課題を補いきれなくなる状態に関するグループワークの結果
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令和７年度 第４回飯田市これからの学校のあり方審議会 グループワーク グループＣ

ポイント － 結果共有のための発表から

●児童の観点において、さまざまな機会がなく
なったり、競争心がなくなるなど、徐々に活動
量が限定されていってしまうイメージで、なお
かつこどもの場合には学習の場だけではなく、
教室や学校というものは生活の場でもあるため、
その生活の場の中で身につけられるものが育ち
にくいという場合には、限度としてあるのでは
ないかと考えた。

●学校運営の視点から考えると、地域と学校の関
係性がとても大事になってくるため、その地域
に元気がなくなっていく時には、限度ではない
かというような意見があった。

●以上から、一つは地域からの協力がなくなった
場合、いわゆる学校と地域の連携や協働の継続
性の担保ができなくなってしまうこと。

●もう一つは、学校側でいろいろ工夫してくれて
はいるが、その学びの環境がこれ以上整えられ
ない場合には、限度ではないかという状況の２
つが挙がった。

小規模教育の良さが得られなくなる状態 又は 課題を補いきれなくなる状態に関するグループワークの結果


